
日本国内で１日に４人が感染
していることになります。
感染に気づかない人が多く、

知らない間に感染を広げてしまいます。

平成２８年１２月７日

Ｎｏ．７

船引南中学校 保健室

福島県は１１月２４日に、県内がインフルエンザ流行域に入ったことを
発表しました。とくに休日など、人混みに出かける予定がある場合は十分

な予防対策をしてください。

また、１２月、１月は親戚や友達と集まる機会が増えるものです。
中学生としてのルール、マナーを守り安全に、なにより健康に過ごして欲

しいと思います。

世界的レベルでのエイズ

まん延防止と患者・感染者

に対する偏見・差別の解消を目的

として、ＷＨＯ（世界保健機関）

が提唱し、１９８８年からこの

日に実施しています。

★平成２８年度ＷＨＯの

キャンペーンテーマは、

エイズ理解・４つのポイント

１ ＨＩＶというウイルスが原因の感染症であること

２ 感染しても、発症（症状が出る）までに１０年前後かかる

３ 感染経路は、①血液感染（輸血・血液製剤）②母子感染（出

産時に母から子へ感染）③性的接触 の３つだけ

４ 感染した原因の８割は、予防対策なしでの性的接触

福島県でも、２０１５年までの過去５年間で、ＨＩＶ感染者１９人、エイズ患者（発症者）８人の発

生報告がありました。

エイズは性的接触によって感染する「性感染症」でもあります。みなさんは中学生ですが、将来の自

分や、これから出会うであろう大切な人の健康を守る（感染しない・感染させない）ために、ＨＩＶや

エイズについての正しい知識や予防策を知ることが必要です。

（※）１２／１３（火）③④ ３年生は思春期保健教室「性感染症の予納」でも詳しく学習します。

ＳＮＳに頼りすぎていませんか。

大切なことは、自分の気持ちをお互いに

自分の声で、言葉で伝えることです。


